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安全防災のコンセプト決定における
エッセンス

「クロスロード」を通じた防災上の課題抽出

クロスロード（京都⼤学他） ：災害コミュニケーション
阪神淡路⼤震災の時に経験したジレンマに対する
体験型・対話型学習ツール



なぜクロスロード演習をするか
•現地調査からその地域の課題を⾒つけ出すというアプロー
チももちろん重要ではあるが，それだけでは気付きにくい
問題，社会構造とからみあった複雑な問題もある

•ハード対策の思考だけでまちづくりを考えていても，これ
までの発想を超えるようなものは出てきにくい

•災害時のジレンマを対象とした「クロスロード」を通じた
演習から，⾃分たちの興味のある防災上の課題を選択し，
その解決に対する⼯学的⼿法を提案する



クロスロードとは
•実際の災害体験に基づくジレンマについてYES-NO形式で解答
し，その解答を基に議論する，ゲーミング対話システム．

•唯⼀絶対の解答はない

•この演習では，クロスロードを通じて得た「コンフリクト」に
ついての発⾒を基に，それを解決するための都市⼯学的アプ
ローチは何であるかを考えて設計に盛り込むことを必須とする．
（ただし，クロスロード問題については演習時間内に議論した
もの以外に各班で独⾃に考えてもよい）



クロスロードWSの意義
•互いの回答を知らない中での意⾒表明によって，他⼈の顔⾊を
うかがわない独⾃の意⾒を得られる

•貴重な少数意⾒を吸い上げることができる
•限られた時間内の問いかけによって臨場感が⽣まれる
•ジレンマの根っこにある課題を浮き彫りにする（何が本質的な
のかを考える．そしてその答えも⼀通りではない）



Q1 あなたは⾃宅にいた市⺠です
•⾃宅で地震に遭遇．10分後に津波が来るという．近所には⼀⼈
暮らしのおばあさんがいるが 様⼦を⾒に⾏く？

YES NO



理由の聞き取りと多様な意⾒の抽出
YESにした理由 NOにした理由

双⽅が満⾜するためには，どんな条件が必要か？
どんな技術提案があれば解決に進み始めるか？を考える
対策案としてはソフト対策，ハード対策の両⽅があっていい



コンセプト発表における注意事項
•グループで考えたコンフリクトの具体例を挙げながら説明して
ください

YES NO

クロスロード問題：OOOOO XXXX


